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子宮癌抽出液による梅毒血清反応について
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総数275例申、B抗元は陰性178例と陽性97例、
―W反応ほ陰性20占例と陽性占9例こM反応ほ陰性Ⅰ94
例と陰性8I例、一与圧応ほ陰性21占例と陽性59例で
一息る。
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享
3γ占
各反応との関係、合致、不合致の確実度ほ第5表
及び彦占溝に鮒やうになる。
W反応∴M反応、S反応がすべて陰性に拘はらず
〔然も妊娠も否定されるのに〕、‡現元に陽性のア例
があるが、これは過去の調香の反応在見ると、駆梅
療法により治療に向かひつゝあるものであった（第
7衷〕01例は血清反応は陰性であるが、菅醍液の反
応はW反応、M反応、S反応共に陰性の成環鼻面L
てゐたので、の抗元の鋭敏度が鵠はれるd
〔3〕補体結合反応：上富巳町如く、虫抗元私以って
する教書血清反応は、沈降反応に於いて従来行はれ
てゐる諸方法に疋敬する明確な成鰐在挙げ得たが、
補体結合反応による粟驗在壮卿こ追加Lた。駄柵n・－J・
ing椅式の緒方変法に徒リ、丑抗元の抗補体作用を
測定L、その鮮血阻止下彦の学童以下とLてf20倍
稀釈な最適と認めた（帝8蓑）。
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37〔㌍1時間時々振塗
結　果
（鮮血）
Ⅰ　　　2　　　2
緻専、妊娠、塀際、結境の32例に試み、対照試験
とLて同時に待つ串同一血清のW瓦臥S反臥M
反応、K反応と略々完全に一致するの毎見たが、大
体に於いて、事抗元による沈降反応ほど鋭敏でない かのやうに恩はれる〔第9表〕。
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Wasserm＆nn　反應は．1弘rdet＆　Gengou
（1901）の補体結合反魔の特異性の原理に基
づいて、Was＄打mann，N亡is8er，丑ruch　＆
Schu血t（1906）によって創造されたのである
が．爾来、梅毒血清診断に應用されつ1あ草
穿、畢理的検討が更に加へられ、W抗元が
梅毒感染のない諸臓器からも抽出されること
が判明し、Trept）nema pAllidum　と直接的閲
係の良い現象であると見られるに至った。―し
かし．梅毒患者血清に特異的にW反應が陽・
慨である主云ふ事實の本態については、大体
に於いて．リボイべ免疫畢誼を基礎として政
明され七ゐるが、虎麿横棒の詳細に閲しては
依然と．して不明であると言はねぼたらない。
6申告（1917）のやうに物理化畢的に観て、
抗元●モ抗体の混和による膠棟状態の分散性
（Disp即る旭t）の壁勤に蹄する論説もないでは
ないが、Citron（1913），Elopfstock（Ⅰ926），
Weil＆Brるun（1925）．三田（1936）毎の畢
詮が有力であって、其虎には多少の解樺の相
違はあるにしてもー要するに、リポイドの補
体結合反應を本質とすることだけは最早疑ふ
故地はない。この徽章血清と補体結合をなす
所謂抗元は、L踵itbinに近縁の類脂倖であつ
て、．組織類脂件のアセトン不溶の分屑が其一
部をなすと考へられ七ゐる。Elein＆Fraen－
kモl（1914）は、牛心抽出抗元に就hて研究し、
hヱitllinと1Cholesterinとの結合体と認めた。
しかし、ー「方に於いては、W枕元として作
用する類脂体は抗体を産生しないことも確め
られてゐる（F池gerald　＆L亡athe8，1912）。
心、肝、隅、卵黄∴読豆から抽出とれた粗レ
チチンは．W抗元と‾して作用するが、純レ
緒―
J
〔1）子宮癌組織コレステサン加酒精抽出
液を疏兎として患者血清と沈降反應を行って、
Was8ermannとB9．1％、Murhtaと　94・2％」
Sa血＄－Georgiと86．2％．重圧應漉於いて82・9
％の合致率を見た。
察
チチッにはモれがな”。McIean（1918〕・は、
モれゆゑ、W抗元主してのリポイドの作用■
鱒、レチチンと結合する何か他の物に蹄せら
れると言ってゐるq］鮎owning（1ウ11）等の
研究によって、サ京イドの作用がコレステリ
ンの添加に串って著しく高められることが判
明したが、それはコレステリンのためにサボ
イド溶液の埋草的性状が壁はるためであって、
コレステーワンそのものには抗元性は認められ
ないし、それを正常紅性に加へてもW反應
陽性にはならない。
翻って、著者の實驗に於いて－痛子宮酒精
抽出物質が勝春血清と反應する理由を考察す
るに、：宿曜患によって子宮体に詔勅物の臓器、
卵黄∴荊豆などから抽出されるW抗元物質
と伺じリポイドが生するのセはないかと推論
せざるを得ない。何故ならば、健常子富晒精
抽出液を以ってしては、著藩の實驗は陰性に
経はったからである。W抗元がForssm8n
（1911）の異性抗元に関係のないこと・は家蒐
型の牛心リポイドがW抗充として件用する
ことによって知られる。しか、し、醇瞑型の詔
勅物の聞に共通のF抗元の分布する事實は．
ウ
リポイドに蜃種特異性の乏しいことを語るも
のであって、人体に於いて癌腫リポイド抗元
が微寒リポイド抗俺と反膝するのも敢へて異
とするに足らないであらう。．
また．一方に於いては、痛子宮酒精抽出物
質が、痛血清とのみならサト鍵娠血清とも微
寒血清とも反鹿することは、癌一姫娠一徹審
の問にリポイド免疫学的に一脈の閲聯のあり
さうなことを示唆すると考へられる。
括　　　　　　　　　　　　　■
．（2）訪反應術式は－操作簡便、採血後1
時間で成績を判定することが出来る。
（3）梅毒血清に封してのみならず、姫娠
37例中34例．意性腫疹10例中7例に封しても
反癒した。　　　′
一―一―′
′
J
子宮癌抽出液による梅毒血清反応について
・（4）‾―補体結合反應32例に於いても同様の成績を得た0
稿詣終はるに臨み、御懇篤なる御指導と御校閲と缶賜はった恩師萱倉放線に感謝の意毎表すると
ともに、血清室林利一民ぬ御援助に感謝します○
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